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経
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宝
七
年
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6
7
9

）

江
戸
時
代
初
期
に
「
旧
事
本
紀
大
成
経
」
と
い
う
聖
徳
太
子
編
纂

と
い
う
触
れ
込
み
の
書
が
世
に
出
た
。
神
宮
の
訴
え
も
あ
っ
て
幕

府
は
発
禁
と
す
る
が
、
後
世
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。
「
延
宝

七
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未
季
秋
九
月

江
戸
室
町
三
丁
目
戸
嶋
惣
兵
衛
刊
行
」
と
あ

る
大
和
文
華
館
蔵
の
版
本
に
よ
れ
ば
、

「
先
代
旧
事
本
紀
巻
第
六
」
の
「
神
祇
本
紀
下
」
の
「
大
日
孁
尊
」

の
項
に
、
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「
先
代
旧
事
本
紀
巻
第
十
八
」
の
「
神
皇
本
紀
上
巻
下
」
の
「
孝

元
天
皇
」
の
項
に
、



五
年
春
正
月
天ノ

八
意ノ

命
神
将テ

二

児
ミ
コ
ノ

大
神
手
力
雄ノ

命ヲ

一

天-

二

降
科
野ノ

國
一

親
立テ

二

吾ア

道チ

ノ

宮ヲ

一

入テ

レ

宮ニ

鎮リ-

坐マ
ス

、
手
力
雄ノ

命ハ

遷リ
玉
フ

二

戸ト

隠
カ
ク
レ

山ニ

一

此
山

深ク
シ
テ

人
不
レ

入
親ラ

營
二

巖
窟ヲ

一

鎮-

坐
明
年
春
三
月

二ラ
ノ

神
共

入玉
ヒ

レ

内ニ

謁
マ
ミ
ヘ
玉
フ

二

天
皇ニ

一

語
マ
フ
ス

二

其ノ

状ヲ

一

天
皇
悦テ

設玉
フ

二

祭
供ヲ

一

と
あ
る
。

註
１

国
文
学
研
究
資
料
館
が
大
和
文
華
館
蔵
「
先
代
旧
事
本

紀/

大
成
経
」
を
画
像
公
開
し
て
い
る
。
該
当
箇
所
は2

6
4

コ
マ
目
と6

6
2

、6
6
3

コ
マ
目
。

註
２

寛
文
十
（1

6
7
0

年
）
の
植
字
本
を
底
本
と
し
た
「
鷦
鷯

伝

先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
」
が
「
先
代
旧
事
本
紀
刊
行

会
刊
」
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
鷦
鷯
本
で
は
孝

元
天
皇
四
年
と
六
年
に
記
事
は
あ
る
が
、
五
年
の
記
事
は

な
い
。

こ
の
大
成
経
は
戸
隠
で
も
大
い
に
話
題
に
な
り
、
小
林
健
三
『
日



本
神
道
史
の
研
究
』
（1

9
39

）
に
よ
れ
ば
、
『
顕
光
寺
流
記
并
序
』

を
『
先
代
旧
事
本
紀
大
成
経
』
で
増
補
し
た
『
信
州
戸
隠
山
流
記
』

（
元
禄
一
六
・1

7
03

年
）
な
る
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
大
成
経

事
件
の
首
謀
者
の
一
人
で
あ
る
潮
音
は
、
群
馬
県
甘
楽
郡
の
黒
瀧

山
不
動
寺
を
黄
檗
禅
宗
と
し
て
再
興
し
た
人
物
だ
が
、
禁
書
と
な

っ
た
一
六
八
一
年
の
五
年
後
の
貞
享
三
年
（1

6
8
6

）
に
戸
隠
に
来

て
手
力
雄
神
と
天
思
兼
命
神
に
偈
を
述
べ
て
い
る
。

大
成
経
関
係
で
特
記
す
べ
き
は
、
『
続
神
道
大
系

論
説
編
』
が

平
成
の
時
代
ま
で
武
田
家
に
秘
蔵
さ
れ
て
い
た
写
本
を
翻
刻
し

て
い
る
が
（
こ
の
翻
刻
で
は
武
田
本
で
は
巻
五
、
六
に
あ
た
る
「
神

祇
本
紀
」
上
下
二
巻
が
欠
け
て
い
る
た
め
に
國
學
院
大
學
蔵
の
刊

本
で
補
っ
て
い
る
）
、
副
部
の
「
神
社
本
紀
」
に
次
の
よ
う
に
あ

る
こ
と
で
あ
る
。

戸
隠
神
社

境
原
宮
天
皇
時
、
手
力
雄
大
神
出
現
、
謁
二

天
皇
一

、
開
二

山
路
一

、
通
二

郷
人
一

鎮
坐
、



境
原
宮
天
皇
と
は
孝
元
天
皇
の
こ
と
で
あ
る
が
、
明
治
の
神
仏
分

離
に
よ
っ
て
戸
隠
山
顕
光
寺
が
戸
隠
神
社
と
な
っ
た
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
以
前
に
「
戸
隠
神
社
」
の
呼
称
は
存
在
し
な
い
と
考
え

る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
「
戸
隠
神
社
」
の
呼
称
も
あ
っ
た
こ
と

と
な
る
。


